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インドネシア標準層序区分の再検討

…1946年より1959年まで地質調査所に

勤務その後フィリピンのAmeri一

･canAsiat三｡Oi1Co.またRepub1ic

Resources&De平.Co.の｡hief

geo1ogistを経てUNTABより

expertとしてシリア国に派遣さ

れ1968年九州石油開発株式会社

技術部の｡hiefgeo1ogistとなりっ

づいてUnionCarbidePetf01eum

�摯��愬��慮�整��畭

エndOneSiaに出向geO10giCa1

superv三Sorとして勤務現在九

州石油開発株式会社技術部長理

学博士技術上

皿heReconstruetionof亙ndo皿esia11Le枇erStages

byK包z口yoshi亙da

Iはじめに

Vムn珊帆囲KならびにU皿GR0YEがインドネシア

の工e批erS協geを提口昌してからすでに半世紀ちかく

経過している.

この間に多様な知識が加わりまたいろいろな修正案

が出たカミyムND醐VL鵬KとUM㈱o平E(1927)のC1缶

SSi丘CatiOnの原則は大綱において今もなお生きており

東南アジアの新生界層序区分の基準にまで発展して来て

いる.近来このStage区分をもって酉は中東から

東は太平洋の島喚あるいはオｰストラリアに至るまで

の対比が試みられている.

しかしながらいまここにふり返ってインドネシアこ

←に当初層序区分に主として扱われたカリマンタンの第

三系について各Stageの内容を検討してみると区分の

きめ方にかなりのあいまいさが残っており矛盾を内蔵

している.また公表された種のレンジについて見ても'

多くの差異カミある･したがって他地域との対比の基準

の置き方にも不確実さが随伴して来ることとなる.

近来の層序学では厳密さを要求されるところであっ

て石油探査に伴い新しい地域の層序をつぎつぎに解明

するにあたってこのような混乱を放置することは許さ

れない.この際LetterStageそのものを再考すべき段

階に来ているものと考えるのでここに所見を述べる次

第一であ.る｡

伊田一善

また過去の記録をふり返ると研究者はインドネシア

のStageとヨｰロッパの階とを比較することに大きく力

を裂いてきたことがわかる.しかしインドネシアの

Stageは一応単系列のもとに樹てられたのに対しヨｰ

ロッパでは階の設定が多系列として発展してきた.

いま各階相互間の対比と補正が進んできているがまだ

階の積み重ね位置づけ呼称カミ単]系列として完成し

たものとは受取れない.これらと比較するためにはま

た種の地理的分布をつきとめる必要がある.インドネ

シアにおけるLetterC1assi丘｡ationはそれ自体で確立

されるべきであるという立場からここにはヨｰロッバ

のいわゆる標準層序との比較は論じないこととする.

n種のレンジの扱い方について

VAND珊VLEBK等(1927)の提起した元来の考え方

はそこに存在する大型有孔虫の13属2種の組み合わせ

によって第三系を8St･geに区分しようとしたもので

あった.ところがLEUP0RD等(1931)は20属種群

亜属と27種亜種の個々のレンジを想定し一方ではま

た軟体動物化石中の現生種の比率とを合わせ第三系を

16区分しようと試みた･このレンジをもって区分しよ

うとする考え方はその後も踏襲されたがStageを定義

する上に軟体動物灘衆のパ]センテｰジ法は除外され

単なる比較検討値として扱われStage区分には大型有

孔虫のみが対象となってきた.

一概にレンジといっても資料の乏しかった初期には

大別したそれぞれの層序区分の中である種が存在する

か否かを示すブロック表示法をとっていた.したカミっ

てブロック内での種の共存の相互関係はなんら示して

いない･このブロック表示の思想はごく近年まで残っ

ている.この粗雑荏ブロック表示法から出発してレ

ンジが層位的分布を示すものに必然的に移って行ったが

この段階においてもまだ比較すべき基準カミ地方的現象で

ある岩相においてあったことと分類上の混乱などから

甲論乙駁に終始し後学の者がいずれを採るか迷わざる

を得抵い有様であった.このような状態で種のレンジ

を他の種のレンジで規定する方法は自己撞着におちい

らざるを得ない.

しかし一方では実証的な遠を選んだグノレｰプは綱宿�
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社層位的分布を記録している.ことに1940年代に行な

われた方法は詳しくしらべてある地点を中心に構造試

錐を繰返し単煽を追跡し化拓相の変化をもとめ

る行き方であって小区域ですぐれた成果をあげている.

このような資料は現在も恋お地域的結論を求めるための

拠点でありここに示された種のレンジは分類上の修

正はやむを得ないとしても種の層序方向の分布につい

て信頼に足るものとなっている.これらはカリマンタ

ンという地理的困難性を克服して行なわれた作業である

ことに敬意を表する.このようにしてその場に願出で

きる種の層序的分布が地域的レンジとして把握されは

じめた.

しかし浮遊性有孔虫に関する知識に乏しかったため

Hantkeninaが漸新統にあるいはG1obige･inoidesカミ

始新統に普通に出現するあやまりもあって広域の層序

の判断には妥当なものからはるかに遠くあった.

このレンジという考え方から発展して行き着くところ

は種もしくほ種のあつまりの生存区間を推定する

手とである.岩石から直接に願出できたある種の最上

位もしくは最下位の層位が地域的に集約されるとその

種の出現(5rstappearance)と消滅(extinction)が摘

出されこれから生存区間が帰結される.ここにはす

みわけなどの生態的環境的条件をふくめた地理的狂ら

びに層序的分布のすべてを共輌した限界を示すものであ

る.

またLetterStageの一つの特色は普通他の国でおこ

なわれる階の設定にあたっての付随条件であるStrato-

typeを持たないことである.固定したStrat0-typeか

ないという性質からみて地域的レンジひいては生存区

間の確かさは信頼し得る資料の数によって支えられる

こととなる.

並大型有孔虫による指導面の設定

大型有孔虫に基礎をおいたLetterC1assi丘｡ati㎝は

単系列による層序区分であった.ところカミ1960年代

以降浮遊性有孔虫による国際的分帯カミ次第に組みたて

られ熱帯をめぐって国際対比カミ可能となってきた.

これと比較検討し両者を直緕せしめることで層序の位

置づけに確かさを増すものである.

す荏わち両系列の化石を同一サンプルから摘出できる

材料が集積してはじめてLetterStageと浮遊性有孔童

帯との相互関係が見出たされる.

いいか免れば本来neritic起源の堆積物と｡pensea

堆積物とを両者の接点で比較してゆかねばならず1970

年代にたってようやくそのような地域の層序が検討の

対象に擦りあげられ両系列の比較が可能となってきた.

しかしその多くは石油開発会杜の未公開資料であること

がこの方面の研究を妨げている.

さて大型有孔虫の層位的関係を最下位もしくは最上位

願出層位(£工stor1asto㏄unence)に注目してそれ

らと浮遊性有孔虫の各種Datumhorizonまたは帯と比

較すると少なくもカリマニ■タンの海陸地域では地域

的レンジの限界カミ相対的に同層位にあることがわかって

きた.さらに目をひろげてカリマンタンとそのぼか

の東南アジア各地の資料とを比較しても同じことがいえ

る.したがって大型有孔虫に指導面(MarkerP1ane)

を想定することカミ可能と考える.

すなわち地域的レンジから生存区間を推定し生存区

間の顕著な限界を示す種をとりあげ･指導面(脆畝er

P胸ne)を設ける.また指導面は浮遊性有孔虫の帯で

指示する.ただしこの方法にもとづいて現在までの

経験的に帰納した指導面は浮遊性有孔虫の帯またはDa･

tu㎜Ho工izonに関してかなりつきつめてばあるがい

まだわずかな幅をもっていることはやむを得ない.

指導面を規定する種または種の集合の選定にはその

種の普遍性と頻度カ沸一条件と在り稀少種は除かれる.

その次の条件は同定カミ比較的容易た種であるべきである.

過去の記録で種の同定に問題があったものははなはだ多

くそのためStageの判定に影響している.インドネ

シアという場で普遍的に分布する種または種の集合は

すでに過去半世紀にほとんど論議しつくされてきた.

ただレンジの位置づけに問題添ある.したカミって指標

とたる種はその中から選ばれることとなる.種の扱い

は一義的にきまるか属または亜属のレンジの限界をいう

場合はここにはその属または亜属の中のすべての種に

ついての限界を指すものである.

実際に数多くの資料を扱って見たところ次の衆知の

種亜属属か指標として扱いうることがわかった.

第一表にそれら指標種と指導面を列記する.

第1表指導面(MARKERPLANE)

Lepidocyoli口a属(s.1.)の消滅層位

Lepidocyc1量na(Ne凶rolepidina)angu1osaの消滅層位

F16sculinellabo口tangensisおよびA口s位｡缶i11inahowc㌔iniの

消滅層位

Spiroclypeus属およびEu1epidina亜属の消滅層位

互eteτosteginabomeεns三sの消滅層位

Eulepiaina亜属の出現層位

N㎜1旭u1ites属の消滅層位

Pe11atispira属およびDiscocyc1ina属の消滅層年

BiplaniSp辻a属の出現層位�
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wレタｰズテｰジの再定義

これらの9指準面によって規定される8間在帯(Inter･

POsedZone)は在来のTbTcTdTe｡一｡Te.Tfl

Tf2Tf･Stageに概当しこれらの下位と上位とにある

第三系のTaTghStageとあわせて10Stage区分が

可能となる.したがって本質的にLetterStageを改

変することは粗くそれぞれのStageを指導面の間在帯

をもって再定義するものである,

(野外における作業にあたって筆者はこの意味でのLetter

Stageと浮遊陸有孔虫帯とを併用する方法をとっている)

ムTaStage;

醐がa㎜i城醐属の出現綴位を以て恥S畑geの上限とす

る.(BRUN瓦ISH趾LPE冊｡LEU皿Co｡,1962より選定)

当初VAND囲VL醐K等(1927)はAssi1ina属“F1os-

culina"属をもってTaStageの特徴と考えたがB.P.M｡

のバリクパパンに所属したMo肌ER(1940MS,1949)は

Assi1inaがTbStageに認められることでTaとTbと

の差別がつかないと主張したBEUN剛SHELLPET.Co､

(1962)はTaStageの特徴として“F1osculina属"と

OPertorbito1ites属をあげDo0RNINK(1932)はジャバで大

型のNummu1ites数種を報告している.

カリマンタン海域ではすでに知られている種属に加えて報

告すべき新しい事実はない.またTaStageは当然細分で

きるであろうカミインドネシアの現在までの資料はこの目

的に充分であるとは言え狂い.

愈TbS青函9e;

眺胴独が醐麗ならびに脳国｡oW軸蝸鰯の消滅綴位を

もって恥S伽g8の上限とする･(VANn脇VL由RK&

U皿GR0個,1927から選定)

この当初の区分方法は現在にいたるまでかわっていない.

彼等カミLacazinaとしたLacazine11a属やAssi1ina属は

TaStageから引きつづき存在しAsterocyclina属Ak-

tinocyclina属のレンジはTbStage中位に及んでいて

SPiroc1ypeusver血icularisやBiplanispira属はTbStage

に限られている.なおTbStageに存在するNu㎜mulites

の種はかなり多い.またA眺鵬(1970)が特徴種として

あげたWilfordiasarawakensisはカリマンタン側ではまだ

発見されていない.

累層例:KarauFomation(VムNB酬班ELEN,1949)の上

部

ムT6s伽蟹e;

E棚㈱脳云醐亜澱の出現鰯位をもって砒S雀a雛の上限と

する.(L醐Po瓦D&VANDERVLE駆,1931より選定)

TcStageの特徴種はは溶はだ発見しにくく多年野間と

されていたがTANSINH0K(1932)が指適したCyc1ocly-

PeuskoolhoveniをふくめHeterosteginabantamensisま

た“Neoa1veolina"haueriなどカミ194ト1950年代の研究者

群によって既に特徴的であると認められておりNum㎜ulites

pengaronensisのレンジの上半もこれを指示するとされてい

たがそれらはほとんど公表されなかった.AD畑s(1965,

ユ970)はこれらを踏襲しそのほかサラワクでDictyoconus

melinauenSiSを特徴種として追加している.

カリマンタン地域で筆者は上述のNummu1itespengaro･

nensisおよびNum皿ulitesbague1ensisの地域的レンジの

上半はTcStage中にあってことにN.pengaronensisの

上限は指導面に近いことを知った.

累層例:BratanFomation(VANDERVL脇K,1929)の

下部

ム丁唖Stage:

N㎜㎜m山地s属の消滅癩位すなわちN双mm㎜胱e8脆h･

側五Mi出e1o雌の消滅を毛って珊Stageの上限とす

る.(V州DERVL睨K&UMGRovE,1927およびLEUp0RD

&yAND鵬VL㎜K1931に従って選定)

TdStageの上限に関しては比較的異論が少なく多くの

人カミ認めるところである.

Nummu1ites丘｡hte1iのほか特徴的な種はNum皿ulites

vascusであってTcStageからTaStage中にまで分布す

る.

またMiogypsinidaeの祖先型と考えられる“Pararota1ia"

mexicanaはTdStageの中位からTe1.壬Stage最下部

に位置する.TANSINH0K(1932)がTdStageから

Te1.4Stage下半に及ぶと兄たCyc1㏄lypeusopPenoorthi

を一部の人達はTdStageに限られると見ているようであ

る.

累層例:Tempi1anFormation(VANDERVL囲K,1925)

愈Teユ_{St8ge=

臨加附銃egi凧ab砒鵬釦8量8y洲d眺V亙眺kの消滅偏位

をもって地1.4S他geの上限とする.(RUTT酬,1949に

より選定)

L㎜p0RD等(1931)はTeをe1からe5まで細分レた

が近年では多くの人達がTe1.{として一括しTe｡のみを

独立させる方法をとっている.ただしフィリピンでは

Te｡一島とTe｡.｡をつかっている.サラワクを主舞台とした

ADA鵬(1970)のLowerTeStageは上記の規準に従って

いないため厳密な意味では相異する.またBBUNEISHE皿

(1962)はMiogypsinas.s.がTe5にみられるがTe1.4に

は欠除するとしている.

カリマンタン地域ではHeterosteginabomeさnsisにとも

なって“Pararotalia"cfmecatepecensisカミ存在しその消

滅層位はTe1.｡Stageの上限にきわめて近い.また

BoreIispygInaeusもTe1一｡Stageに分布しTe｡には見

られない.

累層例:Pama1uanFormation(LEUpo㎜&VAND也R

VL皿RK,1931)の下部

ムTe5Stage;

Sが醐61岬帥8属の消滅鰯位(VAND蛆VLE肌&UMGR0

冊,1927により選定)ならびに趾互eが欄醐亜属の消滅懸

位(LEUP0RD&VムND鵬VLERK,ユ931により選定)を毛

ってTe届9曲geの上限とする.�
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Mo画LER(ユ949,ユ950)はF1oscu1ine11areiche1iをTe5

Stageの特徴種としていることは築者の観察ときわめてよく

一致した.またこの種とSPiroclypeus属EuIePidina･

亜属の消滅層位は相互に近接していてこれらを別個の指導

面として見ることはむずかしい.

累層例:Pama1uanFormation(L㎜p0RD&VAN㎜R

VLE跳,1931)の上部

愈Tf1S雀age:

醐086㎜1i鵬亙1砲b0趾⑧ngen8亘国(R砒ten)およびA蝸t-

rOt亙mi皿ahow6Mn且(S凶1双mberg帥)の消滅鰯位を

毛ってTfユS竜姻eの上限とする.(M0H㎜R,1940MS

1949により選定)

カリマンタン地域の筆者の観察では両者のレンジの上限は

相互にきわめて接近している.

Cyc1ocypeuseidaeとMiogypsinoidesdehaartiiは

Te.Stageから引きっづいてTf.Stage下半にも存在し

MiogypsinathecideaeformisはこのStageに特徴的であ

る.

ADム皿1s(1970)がZoneN8より上位と言う彼の“1ower

Tf"の特徴としてあげたTaberina皿alabaricaはカリマン

タンのTf1Stageに散見できる.

累層例:Pu1auBa1angFormation(RUTTEN,1914);

Bebu1uhFor㎜ation(U鵬B0個,1927,not

Bebu1uhStagebyYANB醐M肌酬,1949)中下部

恋丁亙2S古age;

L鋤量曲w眺㈱(Ne曲胴亙eが棚ハ8)8n醐亙｡圓a砕岬副e

の消滅層位をもって雅･S伽geの上限とする.(筆者選

定)

Tf.Stageの定義は比較的混乱していて一部の人達はTf､

と区別がつかないとしTf1.2という組合わせをっかい一

方他の人達はTf3と区別せずTf｡.3として組合わせた.

この混乱ははじめにLEUP0RD等(1931)が指定した特徴

種群に起因するがそのうえ従来Tf1と見られて来た層位区

間のほとんどをBL0w(1969)が彼のTe.Stageにふくめ

てしまった事カミ紛糾を助長した.

ところカミ筆者が調べた限りでは前述のTf1Stageと後

述のTf3Stageの間にあきらかにTf｡とすべき層カミ存在す

る･そしてこの意味のカリマンタンのTf2Stageには

Miogypsimspp.は発見できるカミMiogypsinoides属は

全く検出できなかった.そして下位のTfエからこのStage

にレンジを持っ代表的な種はそのほかにLepidocyclina

(Nephro1epidina)in丑ata,L.(N｡)ferreroi,L(Nっ∀er-

rucosa,L(N)丑exuosa,L.orientalis,Katacyc1oc1ypeus

amulatusおよびMiogypsinakotoi,s.1.などである.

累層例:BalikpapanFormation(LEUp0RD&TAND鵬

VL囲K,1931)

底Tf3Sも89e=

Le触伽Cy揃醐属(S･1･)の消滅鰯位をもって雌3の上限

とする.(V州DE亘VL鵬K&U皿GR0vE,1927にもとづき

選定)

L醐p0BD等(ユ931)はLepidocyc1inamtteniiをTf3

Stageの特徴としている.これはきわめて普通に見られる

種であるがここに上隈を規定するにはLepidocyc1ina属

(S■.)の消滅層位をとることとする.

カリマンタン地域ではTf3StageのLepidocyc1inaはい

わゆるTrib1ioIepidina灘で代表されNePhro1epidinas.

S.群はきわめてわずかの種しかない事が特徴的である.ま

た筆者が扱った限りのTf3のサンプルにはMiogypsinaを

全く見ることがなかった.

上記特徴種L.mtteniiに加えてLepidocyc1inamartini,

L.japonicaまたKatacyc互｡c1ypeussp.などカミ存在し

Tghに多いCycIoclypeusgむmbe1iams,C.carpenteri,

A1veo1ine11aquoyiなどと共産した.

ADム皿s(1970)はサラワクにおいて彼のUPPerTf上限

をLepidocyc1inamtteniiの最上位層位よりやや上位に置

いている･しかし筆者の扱ったカリマンタンの資料ではこ

の種の上限より上社にLepidocyc1ina(s.1つは願出してい

ない.

累層例:Doma1量ngLimestone(L剛p0ED&平AN0鵬

V㎜RK,1931)の最下部

血Tg血Sta麿e;

Stage区分を大型有孔虫によっておこなう立場にある以上

TgとThとは区分することカミできない.M.G.RUTT酬

(1949)はこの区間をNon-orbitoida1Tertiaryと呼んだ.

カリマンタン地域ではOpercu1inaspp､,A1veo1ine11a

quoyi,Cyc1oclypeuscarpenteriおよびC.9むmbelianusが

このTghStageに多い.

累層例:KampongbamFor血ation(LEUpo互D&vムN㎜E

VL囲K,1931)

V指導面の浮遊性有孔虫帯による佳麗づけ

各Stageを前記のごとく限定もしくは再定義すると

浮遊性有孔虫のZOneと比較することができるようにな

る.

臨/鮒の境界;腕鵬酬4中位から上限の聞

Bmw(1969)は彼のZoneP15よりP17にわたる部

分をTbに相当するものとしTa/Tb境界はOrbulinoides

beckmami消滅層位よりやや上位に疑している.これ

はいいかえればZ㎝eP14中に推定していることとな

る.

GL畑sNER(1970)はTa/Tb境界を7oneP14の上

限にあてて中期/後期始新世の境界にあたるものとした.

これはG1oborota1ia1ehneri,Truncorota1oidesrohri

とBip1anispiraとの共存区間の有無の問題と置きかえら

れるであろう.

珊/地の境界;Z⑭鵡則7の上部もしくは上限

VIssER&H醐M鵬(1962)はこの境界をG1oborota1ia

centra1isの上限にあてCL蛆K皿&BLow(1969)ほ

Pe11atispiτ乱とDiscocyc1inaのレンジの上限カミZone

P17のほぼ中位にあるとしまたBLow(1969)はTb/�
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Tcの境界をZoneP17の上限にあてている.ただし

Discocyc1inaとpe1atispiraの消滅層位はこれより僅

かに下位であるとみている.したがってTbStageの

上限をpe11atispiraとDiscocyc1inaの消滅層位をもっ

て定義するならばこれはほぼHantkeninaの消滅層位

に近いことと怒る.

カリマンタン地域の資料もこれをうらづけている.

砒/胴の境界;Zo鵬醐9下限より中位の間

ZoneP18とZone直9の境界にEu1epidinaの出現

層位を置いたBLOw(1969)の意見はほぼ正しいしか

し厳密な意味でその位置は上記の区間の中にあるものと

すべきである.

且a/Te1一･の境界;ぽぽZo鵬N1の中位

CL蛆醐&BLow(1969)はNum血u1ites“丘｡bte1i-

intemedius"のレンジをp19中位に疑しまたBエ｡w

(1969)はこの境界層位をZ㎝eN1の中位にあてTd

とTeの間に漸移帯を考えているようである.

筆者のカリマンタン地域での資料はBL0w(1969)の

考えた漸移帯は必要でないがTd/Te｡一｡の境界はほぼ

ZoneN1の中位にあててよいことを示していた.

他エｰ4/他5の境界;Zo湿eN4下都から下限の聞

BLow(1969)はこの層位をZoneN3/N4の境界に

対比し漸新統と中新統の境であるとした.

この点についてはその後異論カミでていないようであり

筆者の資料もこれを支持する.ただしTe1一｡/Te｡の境

界が完全にzoneN3/N4の境界にあたるとは確言でき

ずZ㎝eN4下部まであがる可能性を残す.

他5/雌1の境界1Zo㎜㊧N6の下限から中位の間

酉イリアン地域について論じたVIss蛆等(1962)あ

るいはブルネイを舞台とするBRUNEIS亘ELL(1962)は

Eu1ep三dinaとSpimc1ypeusの上限で示されるTe5/Tf1

境界面カミOrbu1三naDatumHo工i20nより下位であるとし

ジャパとスマトラを検討したBムU肚N他(1972)もN8

より下位であるとしている.

ところがCL畑醐&BL0w(1969)およびBLow(1969)

はEu1epidinaもしくはSp三mc1ypeusのレンジをZone

N8あるいはN9中位まで引きのばしTe/Tfの境界を

はるか上位にあてた.AD蜘s(1970)もこれにしたが

って彼の“UpPerTertiarye"をZoneN8にまでのば

している.

筆者カミカリマシタン地区で見たかぎりではTe./Tf｡の

境界すなわちEu1epidinaSpiroc1ypeusF1oscu1inena

reiche1iの消滅層位はBLow(1969)あるいはAD畑s

(1970)の述べるような位置には存在せずZoneN6の下

限から中位の間にあることがわかった1

冊1/肚･の境界;ZoハeN9の中位から上限の聞

Tf1/Tf･の境界を浮遊性有孔虫で比較した信頼できる

資料は次の通りである.BRUNEIS亘ELL(1962)は

Orbu1inauniversαの基底はボノレネオでTf｡中に在ると

しVIss鵬&HER巫Es(1962)はAustrotri11inahow-

chiniのレンジの上限すなわちTf1の上限をOrbu1ina

Datu皿Horizonの上位でまたG1oborota1iafohsigroup

のレンジの中位にあてている.

カリマンタンの資料はAustrotri11inahowchiniの消

滅層位およびF1oscu1ine11abontangensisの消滅層位は

ほぼZoneN9/N10の境界もしくはそのやや下位に概

当する結果を得た中新世の初期と中期の境界はB工｡w

(1969)かZoneN8/N9の境界と定めているのでTfl/

Tf室の境界はわずかにそれより上位となる.

雌2/Tf3の境界;Zo鵬N13の中位からN14最下部の聞

BL0w(1969)は彼の“Tfエｰ2"の上限をZoneN13

の中位に疑している.筆者が前述しだしepidocycIina

(N･)a㎎u1osaの消滅の指導面はほぼこの層位にあたり

G1obiger三noidessubquadrataの消滅層位に極めて近い.

将来指標種とG1obigeエinanepenthesやCassige巾e11a

cipOrens三sとの共存の有無か解明できれば層位をさらに

明確にすることカミできよう.

雌3/丁幽の境界;Zo鵬N15中位からN16下部の聞

BLow(1969)はLepidocyc1inaの消滅をZoneN15

のほぼ中位に疑しこの層位をもってTf./Tgの境界で

あるとともに中新世中後期の境界としている.

カリフシタン地域の資料ではLepidocyc1inamttenii

の最上位願出層位はほぼこの層位にあたる.ところカミ

BAU皿ムN等(1972)はジャバのTegalwaru-Tjisubuh

Secti㎝でZ㎝eN16下部にLepidocyc1inarutteniiと

L･orienta1isを報告している.カリマンタン海域では

ZoneN15上部荏いしN16下部の層位で恐らく漂移し

たと見られる.LepidOcyclinaspp･の個体をしばしば

見ている.将来もしこの層位のLepidocyc1inaがin

situのものであると確認されればTf3の上限はN16下

部まで引きあげられることとなろう.

VIむすび

ここにインドネシアのカリマンタン地区の新しい地質

資料にもとづいてLetterC1assi丘｡ationの再検討を試みた.�
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第三系を9指準面(Ma･k･･P1an･)で!0区分ナると

それぞれの間在帯(InterposedZone)はLetterStage

の各階を示しまた従来種属の存在と組み合わせで規定

され慣用されてきた各Stageを大きく修正することなく

受入れることができる.なおそれぞれの指導面を浮

遊性有孔虫帯で位置づけることによって新しく規定した

Stageの層序的関係を示した.

(筆者は元所員現九州有油開発KK)
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